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ヨシ群落基本計画改定に対する第 35回審議会意見 
（第 35回審議会 2020.10.12） 

 
序文 

 ヨシだけで考えるのは無理がある、環境政策全体の中でヨシ群落の保全について位置
づける必要がある 

 経済と結びついて持続可能でないといけない 
 
第１ ヨシ群落の保全のための基本的かつ総合的な方針に関する事項 

１ ヨシ群落の現状 
 ヨシ群落が森林化しており、あるべきヨシ群落に修正していかないといけない 
 特定外来のオオバナやナガエをどうするか 
 地元だけではヨシ群落を支えられない 
 地元の方が利用されなくなって維持管理も難しくなっている 

 
２  保全のための基本方針 

 関わりの持ち続ける工夫、あるいはそれを支える仕組みが必要 
 地元の方が思うような保全をすればいい 
 造成から維持管理へと移行 
 ヨシ群落の質の良さを求めていく 
 経済とも結びついて持続可能性が重要でそのバランスをどう調整していくか 
 空間として「ヨシがある場」、文化的な活動や地域の歴史、場とかかわることに目を向
けながら、価値を見出していくことが大切 

 

３  保全区域の許可制度等の適正な運用 

 小規模な開発をどうしていくのか考えていく必要がある 
 （開発）問題を総合的に見て、評価していく視点必要 
 多くの人が議論して決めていく場が必要 

 

４ ヨシ群落保全区域の保全目標 

 ヨシ群落が森林化しており、あるべきヨシ群落に修正していかないといけない 
 絶滅危惧種を守り、特定外来のオオバナやナガエをどうするかをヨシ群落保全側から
もどうできるかの議論が必要 

 地元の方が思うような保全をすればいい 
 ヨシ群落の質の良さを求めていく 
 ヨシ群落はヨシの純群落ではない生物多様性のある群落であり、さらにこの機能を発

参考資料１ 



2 
 

揮できるような取り組みが必要 
 
第２ ヨシ群落の保全のための造成事業および維持管理事業に関する事項 

 造成から維持管理へと移行、質の良さを求めていく。 
 

１ ヨシ群落造成事業 

 

２ ヨシ群落維持管理事業 

 ヨシ群落が森林化しており、あるべきヨシ群落に修正していかないといけない 
 ヨシ群落の質の良さを求めていく 
 ヤナギを伐る長期の計画を作る必要がある。 
 絶滅危惧種を守り、特定外来のオオバナやナガエをどうするかをヨシ群落保全側から
もどうできるかの議論が必要 

 
第３ ヨシ群落を活用した環境学習および自然観察に関する事項 

 遊び場にする 
 子供たちがヨシ笛を作り、鳴らしてヨシに対する愛着がわいてほしい 
 学校での授業等を通じて、未来を担う子どもたちが誇れるヨシにしたい 
 いろんな能力を持った人が、横につながって学ぶプログラムを実現したい。 
 場としてのヨシ群落を学生と共有することで、地域の原点として、ヨシに関する記憶を
活かすことが大切 

 冬のヨシ刈りだけでなく、若葉・青葉の時にも学生さんの学ぶフィールドになればいい。 
 
第４ ヨシの有効な利用に関する事項 

 利用の種類やパターンを増やしていかないといけない 
 葦葺きを増やして、滋賀県のヨシをもっと注目してもらう 
 建築資材、化学燃料や化成肥料の代替、食品としてヨシを使う 
 昔ながらプラス新しいアイデアや技術がほしい 
 経済と結びついて持続可能でないといけない 
 ヤナギをまな板の原料に 

 
第５ 保全事業の執行体制に関する事項 

 地元だけではヨシ群落を支えられない 
 寒い中、外に出てヨシ刈りをボランティアでやりたい人と地元をつなぐ仕組みがない
といけない 

 地元の方が利用されなくなって維持管理も難しくなっている。そこでのお手伝いはむ
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つかしいが、活動に参加していく（水資源機構） 
 水位操作は天候に影響され（水位の）調整は困難だが、可能な範囲で配慮していきたい。
（琵琶湖河川事務所） 

 
第６ その他ヨシ群落の保全に関する重要事項 

１ 調査研究 

 希少植物や特定外来植物の位置を入れてヨシの健全性と生物多様性に対する評価がで
きるようモニタリングを続けていく 

 ヤナギに珍しい鳥が休んだりして利用しているので調査が必要 
 ヨシ群落には希少な植物もあるので調べる必要がある 

 

２ 普及啓発 

 琵琶湖博物館での全国への発信も大きな力になる 
 
 
 
その他の意見 

 予算が厳しいのは理解できるが、クラウドファンディングなどを利用して、資金を集め
る仕組みを考えられればいい。 

 何年も審議会で議論し、議論が出尽くした感がある。 
 人とのかかわりについては無理をして苦しいだけになってしまう。 
 もっと早く改定できるとよかった。 
 方針は賛成。早く改定したほうがいい。 
 ヨシ群落は普段は関心がない、何かが起こった時に法令でどうかと考える。 
 希少種やヤナギと水位の関係についてどうなっているのか。 
 違う部署の人と同じヨシ群落を見て回ることが大切。 

 


